
2025度日本学生支援機構貸与奨学金

継続説明資料



１．「奨学金継続願」の提出

２．適格認定とは

３．スカラネット・パーソナル登録／ログイン
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「奨学金継続願」提出・適格認定とは

「奨学金継続願」の提出

・毎年１回、来年度の奨学金継続希望の有無を
  スカラネット・パーソナル(PS)から提出（入力）
・１年間の学業成績を振り返り、奨学生としての
責務を再確認

・自身の経済状況に照らして奨学金の必要性や
適正な貸与月額を再確認

適格認定

・「奨学金継続願」の内容と、学業成績等を総合
的に審査し、適格基準に基づき奨学金継続に
ついて「廃止」「停止」「警告」「継続」の認定が行
われること

・「奨学金継続願」を提出しても必ず継続して
貸与できるとは限らない
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１．「奨学金継続願」の提出

スカラネットPSから
「貸与額通知」の内容を確認

自身の経済状況等を振り返り、貸与終了
後の返還額等を確認し、奨学金の必要性
について判断

「『奨学金継続願』入力準備
用紙」へ記入

誤入力の防止、円滑な入力のため下書き

スカラネット・パーソナルから
提出（入力）

注意 未提出者は「廃止」

提出期限：２０２６年１月１6日(金)

※関係書類を学生支援課ウェブサイトからダウンロード

http://www.gakuseisupport.ynu.ac.jp/expense/domestic/jasso/
採用後の手続きについて →「奨学金継続願」提出（貸与奨学生のみ、大学院生

含む）→貸与奨学金継続申請→「手続期間中」からダウンロード
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2024年度適格認定での「停止」者は、
この期限までに、復活希望について経
済支援係へ回答
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「奨学金継続願」入力準備用紙 ※注意事項をよく読み記入してください。

大学院生用
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スカラネットPSでの入力には時間制限有。
誤入力も多いため、事前に「入力準備用紙」へ下書きを行うこと！

学部学生用



第一種・第二種の併用貸与者は、
それぞれの奨学生番号について提出（入力）が必要！

スカラネット・パーソナルから入力
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貸与額通知



確
認
し
た
ら
下
に
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ク
ロ
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貸与終了までの大切な情報が記載さ
れています。
印刷をして確認！
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上：希望します。 ２０２６年度の貸与継続を希望

下：希望しません。 ２０２６年３月（※）で貸与終了
※２月以前の辞退希望者は経済支援係へ

誤入力でも辞退となるため注意！
「辞退」の提出は取り消せません
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Master Title ― 8

（参考）特に優れた業績による返還免除について

第一種奨学金の「D-奨学金振込みの継続の確認」
において、「希望しません」を選択した大学院生は、
特に優れた業績による返還免除を希望する場合、
今年度返還免除を申請する必要があります。
来年度は申請できません。

資料配付等は２０２６年１月頃を予定しています。

個別連絡は行いませんので、学生支援課ウェブサ
イト・オンライン掲示板の掲示内容に留意してくださ
い。

※学部生は対象外

参考
ウェブサイト注意



重要 「辞退」した場合・「廃止」認定となった場合

１．4月以降に「貸与奨学金返還確認票」を受領次第、
「在学猶予願」を提出（入力）

→ 「在学猶予願」を提出しないと2026年10月から返還開始となります。
対象者へは4月以降連絡します。

２．返還方式の変更(第一種）
  所得連動返還方式から定額返還方式への変更が可能。 

３．利率の算定方法の変更 （第二種）

２．３．提出期限 2026年2月20日（金）17：00
経済支援係へ変更届を提出。貸与終了後は上記変更はできません。
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本人以外の情報の変更が必要な場合は、経済支援係へ。

本人の住所・電話番号の変更：
「変更しましたか」→「はい」をクリック
「住所を変更する」→変更内容を入力

※現住所変更者/電話番号変更者は、
 学生センター2階⑦窓口で学籍簿情報も変更
（2026年1月23日（金）まで）
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「自覚ない」「理解ない」を選択すると・・・
進むことができず、処理終了となります。
未提出者は「廃止」です。

「はい」・・・自宅通学者の入力項目へ
「いいえ」・・・自宅外通学者の入力項目へ
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収支差が学部36万円以上、大学院45万円以上

だと借りすぎとされています。この機会に借りす
ぎになっていないか確認してください。

・1年分で入力（家賃、学費等は年額換算）
※今年度入学者は「入学月から2025.11」

・非該当は「0」を入力（未入力は進めません）
・重複計上に注意
・学費：53万円（通常）
 ※授業料減免者等は実際の金額を確認し、入力
・「支出」で父母等が支払われた内容は、
  「収入」の「家庭からの給付」へ算入。
※重複入力に注意。
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６ ・収支がマイナスは次の画面に進めません。
※未入力の項目、支出の重複入力の可能性あり。

日本学生支援機構奨学金は貸与金額が自動表示され
ます。大学院生で授業料後払い制度の支援を受けてい
る方は、支援金が大学に送金されている場合も自動表
示に含まれます。「授業料支援金」も支出として計上して
ください。 



現在の貸与月額よりも低い月額があれば、
減額可能。
奨学金が不要な場合は「辞退」できます。
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８割以上記入

８割以上記入

８割以上記入



※送信後に訂正が判明した場合、一定期間は訂正が可能ですが、「訂正
不可」等表示される場合は、  コピー又は一覧へ赤字で修正し、経済支
援係へ提出してください。
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下までスクロールして確認
間違いがなければ

16桁の受付番号を必ずスクリーンショット等で
保存してください。
併用/給付の併給者は、全ての奨学生番号に

ついて提出（入力）が必要です。同様の作業を繰り返
してください。

送信



人物
生活全般を通じて態度・行動が貸与奨学生
にふさわしく、奨学金の貸与には返還の義務
があることを自覚し、かつ、良識ある社会人
として活躍できる見込みがあること

学業 修業年限で確実に卒業（修了）できる見込み
があること

経済状況 修学を継続するために引き続き奨学金の
貸与が必要と認められること

２．「適格認定」とは
来年度の貸与継続希望者について、３つの要素に基づき、

奨学金貸与の継続の可否等を判断するもの。
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②停止 「停止」期間（１年間）で、「廃止」該当事由が
止む見込みがある場合、翌年度の交付を停止

③警告
奨学金の交付を継続するが、学業成績が改善
しない場合は、次回の適格認定で停止、廃止
となることがあることを警告し指導

④継続 貸与奨学金の交付を継続

適格認定の４つの認定区分

①廃止 貸与奨学生の資格喪失
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「学業」基準について

・標準修得単位数

・進級要件（理工学部 物理工学ＥＰ等）を満たさない場合

・カリキュラム上修業年限（学部4年間、大学院修士2年間/博士3年間）

  で卒業/修了できないことが明らかな場合
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学生支援課ウェブサイトへ掲載
http://www.gakuseisupport.ynu.ac.jp/expense/domestic/jasso/

採用後の手続きについて → 「奨学金継続願」提出 （貸与
奨学生のみ、大学院生含む） → 標準修得単位数



「奨学金継続願」提出（入力）期限

 ２０２６年１月１６日（金）【厳守】（入力時間 8：00〜25：00）

未提出：「廃止」 （奨学生資格喪失）

・奨学生の資格を失い、来年度の奨学金は打ち切られます。

・ペナルティーが課せられます。（奨学金再申請の際等）
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（１）スカラネットPSにアクセス

日本学生支援機構のホームページ
http://www.jasso.go.jp/ の画面下にあるバナーをクリック

（２）「ログイン・新規登録」

スマホok!（Android:Google Chrome/iOS:Safariのみ）
OS:Mac系、ブラウザ:FireFox、
PC版GoogleChromeは使用不可
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３．スカラネット・パーソナル登録/ログイン

※過去に登録した方は、再登録不要
 登録時のID・パスワードでログインし、
 「奨学金継続願」提出を行ってください。



（３）「新規登録」→
スカラネットPS確認情報入力画面の表示

（４）確認情報を入力し、「送信」

準備するもの：
奨学生番号、
奨学金の振込口座番号・支店番号
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（５）ユーザID・パスワード設定画面の表示
ユーザID等を画面の説明にしたがって登録

登録完了のメッセージ

（６）ユーザID・パスワード入力/ログイン
新規登録時に設定したID・パスワードを入力し、
「ログイン」を押す。

（７）奨学生番号を入力

※初回ログイン時はこの後に「利用規約確認」
の画面に移ります
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ログイン完了：「奨学金継続願提出」のタブをクリックし、継続願提出へ

・登録時のユーザIDと奨学生番号の組み合わせが一致しなければログインできません。
（複数の奨学生番号所持者は、どの奨学生番号を使用してもログイン可能）

・過去に貸与終了した奨学生番号がある場合、当該番号とリレー口座で登録した口座情報
でログインできます。

・利用規約の「同意する・しない」選択は、利用規約ボタンを押し、利用規約表示後でないと
活性化しない。
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スカラネットPS再登録（ID/パスワードを忘れた場合）

（１）「ユーザID・パスワードを忘れた場合」
をクリック

（２）確認情報を入力し、「送信」ボタン
をクリック

登録時のように、
奨学生番号・奨学金の振込口座番号・
支店番号 を入力

（３）ユーザID・パスワード設定画面の表示
ユーザID等を画面の説明にしたがって登録

登録完了のメッセージの表示
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・日本学生支援機構の貸与奨学金は返還義務があります。
  貸与月額は適切か、卒業後に返還可能か改めて検討！

・例年、期限間際まで提出を先延ばしにし、そのまま忘れる方が
  多くいます。早めに入力！

・休学、復学、留学、退学の際は奨学金手続きも必要です。

この番号/アドレスから
連絡があったら、
必ず折り返し連絡を！

横浜国立大学問合せ先：
経済支援係連絡先
TEL:045-339-3112 ／ E-mail：gakusei.keizai@ynu.ac.jp
学生支援課ウェブサイト  http://www.gakuseisupport.ynu.ac.jp/
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